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巻頭言
低温 センターの運営にたず さわって12年間
濱 ・っ 皆 寿
21世紀 を迎えた最初の年に大阪大学 を去るという巡 り合 わせ になり、 さらに同 じ時 に停年退官 を迎え
られ る邑瀬編集委員長から巻頭言の執筆を依頼 されるという形 となり感慨深 く思 ってい ましたら、少 し
ばか り以前のことを思い出 しましたので、この頃の ことを振 り返ってみたいと思います。
1989年に副センター長、1991年にセンター長を拝命 し、一利用者から運営責任者 とい う立場 に代わ り
ました。それまで液体ヘリウムを使って実験することばか りに夢中であったので、液体ヘリウムを支え
ている裏側 を知 り、奥行 きの深 さに少 なか らず衝撃を受けたことを覚 えています。センター長を引き継
ぐにあたって、諸先輩方か ら幾つかの宿題が出 されま した。その中で最 も重要だったのが、ヘリウム液
化装置の大型機への更新で した。長年の懸案事項であり、.諸先輩方の多大 な努力が払われた ものの、な
かなか実現 に至 らず 「濱口、後 は頼 む」とバ トンを渡 され ました。幸いなことに就任 して間もな くの1992
年 に豊 中分室、1995年に吹田分室の更新予算が認め られ、肩の荷が下 りたように思った ものです。その
後 もセンター設備の拡充が進められ、本号が発行 される頃には、吹田キャンパスのヘ リウム回収配管基
幹ルー トが完成 されます。 このような大事業がで きましたのは、諸先輩方のご努力と共に、二人三脚で
正副のセンター長 をご担当頂 きました都先生、 さらには歴代の総長、事務局長をは じめ事務局関係者の
ご理解 とご尽力のおかげ と感謝 してお ります。また、今は文部科学省とな りましたが当時の文部省の方々
に対 しても厚 く御礼申 し上 げます。 しか し、豊 中分室では予想をはるかに上回るはや さで液体ヘ リウム
使用量が増加 し、再び早朝か ら学生がセンター前で列を作るような事態に至って しまい、後任の方々に
大 きなバ トンを渡すことになって しまいま した。
さて、常 々予算要求の ときに話すことなのですが、液体ヘリウムは、物性研究に欠かせないもので、
それに代わるものがあ りません。例 えば、 コンピュータは 日々進歩 して、 より小 さく、よ り高性能化 し
続けています。以前ではスーパーコンピュー タでなければ困難だと思われた複雑なバ ン ド計算 を、今で
は卓上のパソコンで瞬 く間にで きて しまい ます。それに対 して極低温の実験 では、やは り今でも液体ヘ
リウムを使わ ざるを得 ません。おそらく今後 もその状況は変わらず、低温セ ンターの重要性 は増 して く
るものと思 ってい ます。
そもそ も低温セ ンターは、寒剤 を使 いたいという研究者が集まって、自分 たちで使 う液体ヘ リウムを
自分 たちで調達 しよう、という強い意志 に基づいて発足 しました。当時液体ヘリウムを手に入れるのが
どれほど大変であったかを知らない若 い諸君 は、是非 『低温センターだより』のバックナ ンバーにある
諸先生方の苦労話を読んで もらいたい と思います。 この発足当初の低温セ ンターの意志 は今 でも受け継
がれています。寒剤利用者が分担 し合 って直接的にセンターの運営 を行 うという形態はその一例です。
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しかし、昨今の情勢は低温センターにとって追い風とは言いがたい状況にあります。独立行政法人化や
人員削減 ・教官任期制など対応を間違えれば、組織の根底を大きく揺るがしかねない難問ばかりです。
潤沢に液体ヘリウムを使えるという環境は国内の大学では非常に限られたものです。この環境が長く継
続するためには何をしなければならないのかを考えるの1ホ利用者の責務であります。低温センターがま
すます発展 し、それに伴って皆さまの研究がますます進展するように期待 してお ります。
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